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自治体シンクタンク事業 

まち／まちのデザイン 
〇下町エリア全体のまちづくりに関する調査研究 

〇地域プライド事業 

・高根町（日和田地区） 

・国府町（荒城地区） 

〇高地における健康づくりに関する調査研究 

〇久々野町の魅力発見・創出とｸﾞﾛｰｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽの検討 

目的：大学の保有する高度で専門的な知見と連携して、高山市の 

目的：抱える問題や課題の解消。 

目的：地方創生を担う人材の育成・確保などを推進。 

調査・研究の３つの柱 

ま ち 
（まちのデザイン） 

魅力的で、誰もがいきいきと 
暮らすことができる地域を 
実現するための研究 

高山に住みたい、 
住み続けたいと思える 
誇りと愛着につながる地域を 
実現するための研究 

ひ と 
（誇りと愛着の高山学） 

持続可能で新たな   
時代を切り拓く産業構造   
を構築するための研究   

 

し ご と 
（担い手の育成） 

まち・ひと・しごと創造 

ひと／誇りと愛着の高山学 
〇誰にもやさしいまちづくりの見直しに関する調査 

〇子育て環境に関する現状と課題調査 

〇小中高大連携促進事業 

・SGH 県指定校 斐太高等学校の調査・研究の指導 

・荘川中学校における芸大生による演技指導 

しごと／担い手の育成 
〇担い手育成における仕組みづくり調査 

〇担い手育成の課題に関する調査（高山商工会議所委託事業） 

 
●高山市の各種統計データや様々な意向調査結果などの情報を収集・分析 
 
●行政、まち協、民間団体などの個々では対応が難しい課題や計画、事業化 

などに対して、大学の知見を活用して対応 
 
●都市計画、地域政策・経済、コミュニティ計画などと「まちづくり」を研究 

している大学生、院生のインターンシップの受け入れ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

自治体シンクタンク事業 

まち／まちのデザイン 
〇若者等活動拠点施設を含む下町エリア全体のまちづくりに関する調査研究 

前年度からの継続事業。下町エリアの将来ビジョンを策定するにあたり、今年度は「まちのカルテづくり」 

を実施。また、高山市が若者等活動拠点施設として整備を予定している伝統建築物「旧村田邸」の現在の姿を保存 

するため３D スキャニングを実施。 

・市民と大学生のワークショップ４回 

・市民と大学生のフィールド調査４回 

・下町まちのカルテ発表会 
 

高山市企画課委託事業 

関係大学 横浜国立大学、神戸芸術工科大学 

     東京都市大学、富山国際職藝学院 

〇地域プライド事業（日本遺産等の歴史的資源を活用した地域活性化に向けた調査） 
高根町(日和田地区)、国府町(荒城地区)における歴史的資源(日本遺産構成文化財を含む)等を活用した地域活性化に 

向けた調査。観光ツアーの造成や地場産品のブランド化などのビジネスモデルなどを地域住民と協働で検討。 

・地域住民との意見交換５回 

・大学生のフィールド調査４回 

・調査報告会２回 

 

高山市教育委員会事務局文化財課委託事業 

関係大学 松本大学、東京都市大学 

〇高地における健康づくりに関する調査研究 
前年度からの継続事業。標高(1000～1400ｍ程度)が健康に与える影響を科学的に検証し、その結果を用い 

標高を活かした健康づくりの手法(ヘルスツーリズムの造成、ヘルシーメニューの開発など)に関する調査。 

・フィールド調査１回 

・年代別モニターツアー調査２回 

・調査報告会 1 回 

 

高山市企画課委託事業 

関係大学 岐阜経済大学 

〇久々野地域の魅力発見・創出とグローカルビジネスの検討 
前年度からの継続事業。今年度は、地域(まちづくり協議会)と大学による自主事業として実施。前年度の調査 

結果を踏まえ、地域の魅力(資源)をＳＮＳで効果的に情報発信。また、地域の特産を活かした商品開発の提案発表。 

・フィールド調査２回 

・商品開発提案発表会１回 

・地元中学生との意見交換会 1 回 

・ホームステイ(7 軒)による宿泊 

  

飛騨高山大学連携センター自主事業 
※多摩大学、久々野まちづくり運営委員会共同事業 

関係大学 多摩大学（帝塚山大学） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

自治体シンクタンク事業 

ひと／誇りと愛着の高山学 
〇誰にもやさしいまちづくりの見直しに関する調査 

有識者等による作業部会を通じた「誰にもやさしいまちづくり」の見直しに向けた検討及び調査。 

  ・作業部会６回 

・高齢者や障がい者等との座談会１回 

・モニターツアー1 回 

・講演会３回 

  

高山市企画課委託事業 

関係大学 東京都市大学 

〇子育て環境に関する現状と課題調査 
乳幼児から高校生までの子どもを持つ保護者及び児童生徒の生活実態を調査し、貧困が世代を超えて連鎖しない 

ための適切な支援ニーズを把握するための調査。 

・アンケート調査(乳幼児)１０００世帯 

    〃   (小学生)１０００世帯 

     〃   (中学生、高校生)１０００世帯 

・ワークショップ１回 

  

高山市子育て支援課委託事業 

関係大学 目白大学（東京都市大学） 

〇小中高大連携促進事業（SGH への指導） 
前年度からの継続事業。岐阜県からＳＧＨ(スーパー・グローバル・ハイスクール)の指定を受けた県立斐太 

高等学校の二年生全員２７７名に対し調査・研究の指導や大学・地域キーパーソンへの取り次ぎ支援等を実施。 

 ・講演会１回 

・相談会４回(相談窓口常時開設) 

・中間発表会審査、指導 

・最終発表会審査 

  

飛騨高山大学連携センター自主事業 
※県立斐太高等学校事業 

〇小中高大連携促進事業（荘川中学校における芸大生による演技指導） 
凡そ３００年の歴史を有する伝統文化「村芝居」（奉納芝居）が行われている荘川地域で、ミュージカルを専門に 

学んでいる芸大生が中学生に対し、地域の文化祭で行う演劇の実技指導を行うとともに、中学生と大学生の交流を 

促進 

 ・演技指導 1 回 

・中学生と大学生の交流会 1 回 

 

飛騨高山大学連携センター自主事業 

関係大学 名古屋芸術大学 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

自治体シンクタンク事業 

しごと／担い手の育成 
〇担い手育成における仕組みづくりの調査 

市内の小・中・高校の職業体験や郷土学習の調査による将来的な U ターン促進につながるキャリア教育のあり方、 

大学生のインターンシップ受入れの仕組みの構築による、将来的な UIJ ターン促進につながる調査 

・事業所ヒアリング調査２回（８社） 

・学校ヒアリング１回（４校） 

 

高山市企画課委託事業 

関係大学 岐阜経済大学（北九州市立大学） 

〇担い手育成の課題に関する調査 

事業所アンケート調査やヒアリングにより、各業界が有する担い手育成や人材確保における問題・課題を明らかにし、 

企業環境整備に向けた提案を行うための調査 

・事業所アンケート調査 

・事業者ヒアリング調査２回（７社） 

・調査報告会１回 

  

高山商工会議所委託事業 

関係大学 多摩大学 

自治体シンクタンク事業 

そ の 他 

〇「高校生が見たい！知りたい！大学フェア ㏌飛騨高山」の開催 

高校生が出展大学に対して聞きたい 

講義をリクエストするなど、単なる 

大学紹介に留まらない学びの場、大 

学生と高校生の交流の場として開催 

・各大学個別説明ブース 

・ワークショップ、相談窓口 

・奨学金制度等各種案内窓口 

・活動発表 5 大学 

・公開講座１０大学(１２講座) 

 

飛騨高山大学連携センター共催事業 

※飛騨・世界生活文化センター活用推進協議会事業 

関係大学 ２７大学 

金融機関等 ６企業 

来場者 約４００名 

 



 
●高山市における大学活動の支援 

・ゼミ合宿等に活用できる補助制度のご案内 

・調査、研究などに必要な高山市の資料提供 

・企業や団体、地域のキーパーソンの紹介 

・宿泊施設などの情報提供 

・サテライトキャンパスの斡旋、紹介 

・その他相談などのワンストップ窓口 など 

 

2017 年度 2017.6.29～2018.3.31 

大学関係 1,161 名(33 大学) 
 
2018 年度  
大学関係 1,472 名(33 大学) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大学コミッション事業 

目的：ゼミ合宿、フィールド調査、各種研究などの大学活動を誘致し、 

目的：多くの大学・大学生が活動する飛騨高山を確立。 

大学コミッション受入実績（主なもの） 

201８年度 大 学 名 内  容 日 数 人 数 

4 月 中部大学 サテライトキャンパス利用 1 1 

5 月 京都文教大学 ゼミ合宿（観光） ４ 22 

6 月 中部大学 ESD シンポジウム 1 15 

7 月 多摩大学 

帝塚山大学合同 

ゼミ合宿（地域経済） 3 27 

8 月 名城大学 ゼミ合宿（観光） 3 11 

 旭丘高校 SGH 合宿 4 65 

 日本福祉大学 ゼミ合宿（福祉） 5 6 

 鳥取環境大学 

北陸大学 

インターンシップ 1 2 

9 月 東京都市大学 

目白大学合同 

ゼミ合宿（ユニバーサルデザイ

ン、子育て） 

3 37 

 日本学生観光連盟 フィールドワーク 2 37 

10 月 多摩大学 ゼミ合宿（地域経済） 3 21 

11 月 昭和女子大学 ゼミ合宿（地方創生） 3 4 

12 月 横浜国立大学 空き家コンテスト現地視察 1 7 

１月 東京都市大学 卒論ゼミ合宿 3 16 

２月 日本福祉大学 ゼミ合宿（福祉） 3 17 

 



 
●第二回 飛騨高山大学連携会議の開催 

地元高山自動車短期大学をはじめ、高山市や当センターと連携

協定を締結している大学、また、継続して高山市をフィールド

にゼミ合宿等を実施されている大学の教授等などに出席をいた

だき、当センターへの要望や今後の大学連携について意見交換

を実施した。 

 

期 日：平成 31 年 3 月 12 日（火） 

時 間：午後 3 時～５時 

場 所：高山市役所 4 階特別会議室 

参加者：大学関係者 14 大学（16 名） 

高山自動車短期大学、松本大学、岐阜大学、 

名古屋芸術大学、愛知大学、文教大学、中部大学、 

名古屋学院大学、東京都市大学、多摩大学、目白大学、 

昭和女子大学、京都文教大学、日本福祉大学、 

    地元高校、団体関係者 3 名 

    高山市企画部 4 名 

    飛騨高山大学連携センター6 名 

 
●ホームページやＳＮＳ等を活用した情報発信 

当センターのホームページ、Facebook にて当センターの活動

やゼミ合宿等で来訪された大学の活動状況などを広くＰＲし

た。 

また、様々な大学の情報を来館される市民等へ情報提供するた

め、当センター事務所内に大学関係パンフレットを設置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の事業 


